
 

平成 23年度 

運営推進会議議事録 

施設長 生活相談員 GH管理者 介護主任 計画作成 文責 

            

日時：平成 24年 1月 28日（土）10:00～12:00 場所：特別養護老人ホーム自由の杜 地域交流スペース 

出席者：上野・相本・藤本・栗林 

    防府市役所 高齢障害課介護保健室・江良・居合地区民生委員 

玉祖小学校ＰＴＡ会長・特養入居者家族・ＧＨ入居者家族 

                  第 5回           司会：上野 書記：栗林 

＜内容＞ 

①入居者状況について…上野 

＊入居者数・平均介護度・平均年齢 

＊待機者数・平均介護度・年齢状況 

96名 男性 34名・女性 68名(平均介護度 3.34)・８０歳代が多い。 

＊看取りについて 

12月 27日に 1名、1月 1日に 1名の方の看取りを行った。 

入退居検討委員会にて検討 

入居基準として介護度、緊急性を勘案し点数化 

常時、昼夜問わず吸引が必要な方や、常時医療が必要な方の受け入れは難しい。 

1月下旬に 1名、2月上旬に 1名の方が入居され満床となる。 

 ＊ショートステイ、アンケート実施内容集計結果報告（関係事業所対象） 

 利用目的、希望日数利用出来ているか、職員対応について、充実させてほしいサービスは？ 

 利用者の医療的面について不安な点は？空き情報の内容について、利用期間中の“ご利用の様子” 

 について、総合的にみて満足か関係事業所を対象に配布、集計結果についての報告。 

 

②グループホーム…相本、栗林 

 ＊10月・11月・12月のヒヤリハット、事故報告状況報告 

 ヒヤリハット…10月（1件）11月（2件）12月（1件） 

事 故 報 告 …10月（3件）11月（5件）12月（3件） 

入居されて約９か月、入居者同士に親近感と信頼関係が築けたが、その分入居者同士のトラブルが 

多くなってきた。事故に発展しないように十分注意したい。また、誤薬が多くなってきた、完全に 

職員のミスである為、気を引き締め再発のないよう努めたい。 

＊ＧＨでの取り組みと“介護記録”での日々の様子、状態、活動の記録について。 

毎日の介護記録に入居者一人ひとりの様子を落とし込んでいる。記録を見れば、一目で把握できる 

ように作成している。 

 

③全体行事報告…相本 

12月 3日 マグロ解体ショー（地域交流ホール、駐車場） 



12月 10日 第 1回自由の杜サークル“クリスマス飾り作り”（地域交流ホール） 

12月 24日 クリスマスハワイアンコンサート（地域交流ホール） 

12月 24日 出会い茶屋（地域交流ホール） 

12月 27日 もちつき・しめ縄作り・第 2回自由の杜サークル“正月飾り作り”（地域交流ホール） 

1 月 9 日 第 3回自由の杜サークル“書初め・福笑い”（地域交流ホール） 

1 月 24日 出会い茶屋（地域交流ホール） 

 

来月予定 

2 月 3 日 節分の日 豆まき（年男・年女による）各ユニットにて鬼退治 

2 月 9日 第 4回自由の杜サークル“スポーツテスト”  

2月 14日 バレンタインデー 

 

④参加者からの意見 

防府市役所…3年ごとの介護保険の見直し、来年度より実施。 

今回は、2025年（ベビーブーム、団塊の世代が高齢者となる）の超高齢化を念頭において改正。 

今回、医療保険と介護保険を同時に改正、より医療と介護の連携が重要になってくる。 

24時間、訪問介護・看護定時巡回サービス、複合型サービス事業、サービス付高齢者住宅等の新しい 

 サービスが動き出す、超高齢化の時代に向けた取り組みをしていただきたい。 

 静岡県のみでの取り組みだが、“介護中”の下げ札を着用して介護しているとのこと、今後全国的に 

 行っては？という意見がでている（強制ではない） 

 

 民生委員…入居者が季節を感じていると思いました、今がいつで、どんな季節かわからない 

 方が多いでしょうが、皆さま心で感じていると思います。 

 地区の人も、自由の杜の事を良い印象で見ています。 

 

 PTA会長…とても良い取り組みをしていると感じました。普通の事が普通にできる事が 

 大事だと実感した。 

 

 藤 本 ( 居宅 )…介護保険の改正のしわ寄せが利用者にいかないようにしたい。 

 利用者に良いサービスが提供できなくならないように努力したい。 

 

 特養入居者家族…民間では難しいところがあると思いますが、施設で母はとてもよくしていただいて 

 いると感じます、職員のかかわりに安心しています。 

 元気でケガをしないように過ごしてほしいです。 

 

 GH入居者家族…本人頑固なので入浴したがらなかったりと大変でしょうが、良くしていただいて 

 います。前に別のＧＨに入居していましたが、状態や表情が良くなってきました。 

 

  



     

 

上 野(施設長)…入居者が頑固なのは、自分が“こうしたい”という事ができることです。 

施設と子供たちとの交流が絶対的に少ないので今後多く持ちたいと考えています。 

地域に向けてサロンをとおして発信していければと思います。 

今後、プログラム化を進めていき計画していきます。 

次回は施設で毎月行っている、委員会の方向性を報告したいと思います。 

 

開催予定 平成 24年 3月 24日(土) 

場所：特別養護老人ホーム自由の杜 地域交流スペース 

 


